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Ⅰ．序：なぜ職場で協働できないのか？





Ⅱ．協働に関する理論
１．協働とは？



表1. 職場での協働のさまざまなレベル



２．協同と競争

３．相互依存性と協働性







図1. 課題の相互依存性の高さと質による事態の分類：協同－個別－競争
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４．協働性を生み出す規範



図2. 組織の規範の概念図（山口, 2008, p.170より引用）



５．隙間やズレの調整と協働

図3. 職場内での従業員の職務範囲（田中, 2004a, pp.188-189より引用）
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６．グループの発達とチーム・ビルディング



表2. Gibbの４つの懸念とその特徴
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図4. チーム・ビルディングのモデル（通称、BeckhardのモデルまたはGRPIモデル）
Noolan（2005, p.20a）から引用（日本語表記は筆者が加筆）
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７．人はどのような時に他者に協力するのか？





表2. 職場や組織における社会的ジレンマの例



８．社会関係資本と協働



９．総括



Ⅲ．職場における協働づくりの実践

表3. 協働に影響する要因：これまで概観してきた諸理論の整理

1.



１．事例１　金融業界A社





２．事例２　IT業界Ｂ社







３．事例３　大手商社Ｃ社





Ⅳ．総括と提言
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